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一日本統治期朝鮮における大衆歌謡を手がかりに－

佐藤結（姫路独協大学大学院）

０はじめに

日本語教育学の一分野としての日本語教育史は、これまで主に地域別の通

史として研究がなされてきた。エその中でも戦前から戦後にかけて日本が統

治、占領していた地域においては日本語が「国語」として教えられていたた

めに、外の地域とは全く違う意味を持っており、慎重な検討が必要である。

現在二つの国に分かれている朝鮮半島は、１９１０年から１９４５年まで

日本が自国の領土の一部として統治した。そしてその全期間通して日本語は

「国語」として初等教育の第一学年から教えられていた。この時期の「国語」

教育について特に言及したものには李淑子のものz、また通史の中でこの時

期についてふれたものに稲葉、森田｡のものなどがある。これらを見ると、

当時の朝鮮において、日本語が「国語」としていかに教育に取り入れられて

いたかを当時の政策を中心として知ることができる。しかし、実際の教室活

動などについての実証的な研究は少ない：また「国語」教育をそれだけで見

るのではなく、同じ時代の朝鮮における他の教科や、日本における教育全体

の中でどんな位置を占めていたかを考えていくこともこれからの研究課題と

して考えられる。さらには、山中正剛が教科書研究について述べているのと

同様にs、教育自体についても、それだけのありかたについてだけでなく、

ほかのマスメディアや文化現象との関連を含めた多角的な検討が必要であろ

う。

ここでは、このような課題を踏まえた上で、朝鮮において日本による教育

の場であった学校以外の視点から当時の朝鮮について少しでも考えるために、

日本統治期の大衆歌謡をとりあげる。

なお、本稿が日本語教育を多角的にとらえることを目的としているので、

次章で大衆文化と大衆歌謡を定義した後は、日本統治期を朝鮮教育令に基づ

いて三つにわけ、三つの章とする。各章の冒頭ではその時期の「国語」教育

の流れを簡単にまとめ、その後同じ時期の大衆歌謡についてみていく。そし
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て、最後の章でそこからみえることを簡単にまとめてみたい。

１大衆文化と大衆歌謡

日本統治期の大衆歌謡についてふれる前に、ここで取り上げる大衆歌謡を
含む大衆文化について簡単に定義しておく。
大衆文化については、「大衆」とはなにかということから定義が分かれる
が、ここでは単に「大衆的媒体（マスメディア）によって、身分や地位に関
係なく、だれにでも伝達されうる文化」‘と考える。特に、ここで取り上げ
る当時の朝鮮における大衆歌謡は、イ・ヨンミが定義しているように？「蓄
音機．ラジオを通して伝達された歌であり、民俗的な雑歌・パンソリ・時調
などを除いたもの」とする。なお、大衆文化には大衆歌謡の外に、新聞、
雑誌、映画、ラジオなどが含まれると考えられるが、それらについての検討
はここでは行わない。

日本が朝鮮を統治した２０世紀のはじめから半ばにかけては朝鮮が西洋文
化の影騨をうけて、近代化していった時期であり、その中で大衆文化が生ま
れ始めた時期であった。そして、この「近代化」の過程はそれまで鎖国状態

にあった非西洋の国の西洋化という意味で日本と同じような側面をもってい

た。しかし、両国の開国の２２年のずれが、朝鮮に日本経由の近代化を強い

る結果となった。ここでは、当時の朝鮮における大衆歌謡の流れを概観する

ことでこの事を確認していくことにしたい。

２第一吹朝鮮教育令期（１９１１年から１９２１年）

２．１「国語」教育のはじまり゜

朝鮮における「国語」教育の歴史は１９１０年に朝鮮（当時韓国）が日本

に併合され．その全横が朝鮮縫督府ににぎられた時から始まる。しかし、そ

れ以前の１９０６年８月には各学校の学制が改められ、日本語が必須科目と

なっていた。

日本統治時代の朝鮮における教育は．二度にわたって改正された朝鮮教育

令（以下「教育令」）に添って行なわれ、日本語教育も「国語」教育と名を

変え各教育令下の教育課程に組み込まれていった。最初の教育令は１９１１

年８月２３日に公布された。この教育令の中で、日本語という言葉が消え、

「国語」となり、それまでの国語であったものを「朝鮮語」と呼ぶようにな

った。この教育令に基づき設置された学校は、普通学校、高等普通学校．女
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子高等普通学校、実業学校などであった。この教育令の第五条は以下のと

うりである。

第五条普通教育ハ普通ノ知識、技能ヲ授ケ、特二国民タルノ性格

ヲ酒養シ国語ヲ普及スルコトヲ目的トス

朝鮮においては、初等教育が日本人のための小学校、朝鮮人のための普

通学校においてそれぞれ別に行なわれていた。この条項から「国語」教

育が普通学校において、教育の根幹とされたことがわかる。そして．こ

のような方針は１９４５年の日本の敗戦まで変わることはなかった。

２．２「大衆歌謡」以前の歌。

さて、朝鮮においても日本と同様、民俗的な歌から大衆的な歌へ一足

とびに移ったわけではない。その過渡期の歌ともいえるのが、「唱歌

」である。日本においては唱歌は教育の中に西洋音楽を取り入れる為

に、西洋の曲に日本語の歌詞をつけたものから始まった。朝鮮において

も、西洋の曲に朝鮮語の歌詞を付けたものを唱歌と呼んだが、それは教

育用のみならず、日本に自国の実椎を握られていく中で、愛国の気持を

歌った歌なども唱歌と呼ばれた。そのため．朝鮮の人々の愛国的運動を

嫌った日本は併合の直前の１９１０年４月に日本の教育唱歌架を翻訳し

た『普通教育唱歌集』を学校用に編纂し、発行した。

また、これとは別に、１９０５年に日本が韓国を保護国とした後には

日本人の朝鮮への本格的な移住が始まった。そして、これにあわせて日

本の新派劇が朝鮮に流入した。これに伴い、日本で舞台の上から流行し

た歌が同じように朝鮮でも流行した。有名なものとしては、１９１４年

に松井須磨子が歌い日本で流行した「カチューシヤの唄」が二年後の１

９１６年には朝鮮で劇団文芸団によって歌われ、流行した｡１０このよう

な演劇の幕間に歌われた歌は「幕間歌謡」と呼ばれ、舞台から流行した。

また、このような歌はレコーディングされ、これを歌った歌手達はより

広い層の聴衆を獲得していくことになった｡皿

１９２０年代に入ると、朝鮮人自身の手による曲が作られはじめた。

１９２０年には、現在まで歌い次がれている「鳳仙花」が作られた。

この曲は芸術歌謡ともいうべきクラシック調の曲であった。（レコーデ

３第二次朝鮮教育令期（１９２２年から１９３７年）
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3.1「同化」のための「国語」教育

朝鮮統治をはじめた当初は、武力に頼った政治を展開してきた総督府
であったが．１９１９年３月１日を皮切りに、朝鮮全土に広がった独立
運動のあとには、より巧妙な「文化政治」に切り替えた。これに伴い、
１９２０年１１月には教育令を一部改め、普通学校の教育内容を日本の
小学校とほぼ同じ程度とした。さらに、１９２２年２月４日に朝鮮教育
令を改定した。この中で、教育内容を内地（日本）とほぼ同じにしたが、
「国語ヲ常用スルモノ」と「常用シナイモノ」という基準を設け民族別
学校制度を続けた。第一次教育令に比べて普通学校は４年制から６年制
に延長されたが、「国語」の時間は潮え、朝鮮語の時間は減った。また、
歴史や地理の時間が増え、朝鮮の子供達を日本に「同化」するための努
力が続けられたJ２

３．２大衆歌謡の誕生と展開

このような教育が行なわれた時代は、大衆歌謡にとっては創生期とも

いえる時期であった。朝鮮では１８９９年に、日本より三年遅れてレコ

ードプレーヤーが．輸入され、展示された。また、１９０８年にはビク

ター社の円盤レコードが初めて吹き込まれが、その後もパンソリ、俗謡、

賛美歌などを中心にレコードが吹き込まれていた。それが、１９２５年

頃から本格化し、日本で流行した歌の曲に朝鮮語の歌詞をつけた翻案歌

謡などが録音された。「真白き富士の嵐」の翻案である「この騒がしき

世上（希望歌)｡lHm塵歳月(纈敷)」や、「金色夜叉」を翻案した舞台

である「長恨夢寸蝿」の主題歌「長恨夢歌う胸.号ﾌﾄ」などがその

代表的なものである。１９２６年にはこのようなレコード歌謡を文字通

り大衆化させるような事件がおこる。大阪でレコーディングを終えた

心が帰りの船の中から、恋人の金祐鎮と共に飛び下り、自殺した。こ

の事件によってこのときレコーディングした「死の賛美」が人々の注目

を集めヒットした。この曲は、イヴァノビッチ作曲の「ドナウの漣」と

いう曲に自身が作詞したものであった。この後しだいに、朝鮮人自身

の手による曲が作られ、１９２９年には初めての創作歌謡といわれる

「落花流水寸卦吊牛」が発売された。これとは別に、日本の大衆歌謡

の翻案も依然として行なわれ、’931年には藤嘩が歌った｢酒は
涙か溜め息か」の朝鮮語訳が発売された。また、古賀政男などの日本の
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作曲家の曲に、直接朝鮮語の歌詞をつけたものも発売された。これとは

逆に１９３２年には李愛利秀が歌った「静かな長安」に西条八十が日本

語の詞をつけた「あだなさけ」が日本で発売された。

大衆歌謡の初期の作曲家の中には正式な音楽教育を受けた人が少なか

ったので、朝鮮の伝統的なリズムである三拍子が多く使われていた。し

かし、１９３３年頃からは日本の曲の影響か二拍子、四拍子の曲が増え

た。

朝鮮で発売されていたレコードは、コロムビア、ポリドール、ビクタ

ーなどのレコード会社が日本に作った子会社が制作、販売していたため、

吹き込みもほとんどの場合日本で行なわれた。さらに、前述したように、

初期の作曲家が近代的な音楽に習熟していなかったので、レコーディン

グの際に不可欠な編曲も日本人によって行なわれることが多かった｡１ｺ

そのため、日本と朝鮮の同時期の大衆歌謡が非常に似た曲調となった｡'４

４第三次朝鮮教育令期（１９３８年から１９４５年）

４．１「皇民化」のための「国語」教育1５

１９３１年の満州事変に続いて、ついに１９３７年には日中戦争が始

まった。朝鮮総督府は、「皇国臣民の誓詞」を強要したことに始まって、

朝鮮の人々を「皇民化」していくことに力を注いだ。この時期について

小沢は「おとなも、婦人も．青年も、子どもも、それぞれの階層ごとに

すべて組織され、日本の天皇への帰一ということが「国民運動」として

推進された」１６としている。このような緯督府の目的を顕著にあらわし

たのが、１９３８年三月に再び改められた朝鮮教育令である。ここでは、

学校名を従来の普通学校から尋常小学校など日本と同じにし、教育上の

要旨、教科目、教科課程についても．朝鮮語以外は日本人、朝鮮人をま

ったく同一ものとした。そして、朝鮮語がついに随意科目となった。国

語教育にもさらに力が入れられ、教授用語も国語を使うことが小学校規

程に明記された。さらに、１９４１年３月には、日本における国民学校

制実施にともなって、朝鮮もこれに従い、小学校は国民学校と改められ

た。そして、国民学校においてはついに朝鮮語の授業がなくなった。

１９４１年に太平洋戦争に突入したのをうけて、「内鮮一体」を進
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るために生活の場においても国語常用運動がすすめられた。また、すで

に１９３８年には陸軍特別志願令が公布されていたが、

さらにきたるべき徴兵制実施に備えて、国民学校未終了の男子に日本

語を修得させるための朝鮮青年特別鍬成所が１９４１年に開かれた。

さらに、１９４２年５月には国語普及運動、１９４４年８月には

「徴兵制実施に伴う国語全解運動」が行なわれた。そして、１９４５

年８月１５日に日本が敗戦を迎えるまで日本語は「国語」として扱わ

れたのである。

4.2戦時下の大衆歌謡

この時期の大衆歌謡は、日本と同様軍歌調のものが増えたことが特

徴であるが、そのほかに特筆されることは．１９４１年から歌の一部

が必ず日本語で歌われなくてはならなくなったということである。た

とえば、同年発売された「福地万理」という曲は、一番と二番が朝鮮

語、三番が日本語で歌われた。そして１９４３年を最後に朝鮮語の歌
はレコードにはならなくなった。

５おわりに

ここまで．日本統治期の朝鮮における「国語」教育と大衆歌謡につ

いてみてきた。各時期の特徴をまとめると次のようになる。

第一次教育令の時期には、日本から移入された教育制度のもとでの

「国語」教育が開始され、音楽の面でも、西洋音楽の影響をうけた大

衆音楽がはじまった。前述したように、日本と朝鮮は時期こそ違え西

洋的な意味での「近代化」された文化を、それまでの自分達の文化の

中に取り入れ、新しいものを作った。このことは、教育や文化に限ら

ず文学などの他の分野にもいえることである。

第二次教育令の時期は、他の二つの時期に比べて多少なりとも朝鮮

人自身の手による文化活動が行なわれた時期であった。教育の面でも、

初等教育の年限が伸びたり、高等教育が行なわれたりした。大衆歌謡

でも、朝鮮人の作詞・作曲の曲が墹えた。いうまでもなく、この時期

の「文化」政治が朝鮮の人々のために行なわれたというよりは、その

懐柔のために行なわれたという面も忘れてはならない。

第三次教育令の時期は、日本が戦争に突入し、文化的には「暗黒期
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」と位置付けられることもあるが、大衆歌鍋については、１９３０年

代半ばから４０年代はじめまでは短い黄金期でもあった。学校教育の

場では、「国語」による教育がすすめられ、１９３８年には朝鮮語が

随意科となり、１９４１年には教育の場から消えた。このことに比べ

れば、１９４３年までかろうじて朝鮮語の曲が存在していたことは記

憶しておいてもよいことではないだろうか。

日本統治期における大衆歌謡の歴史は．「国語」一辺倒であった教

育の場の外で、多くの朝鮮の人々が朝鮮語で生活していたことを改め

て思い出させる。また、そのような人々の中には日本語と朝鮮語の二

重生活を行なっていた人もいた。文化の面でも、完全に日本的のもの

だけを押し付けたのではなく、朝鮮的なものや、両者がせめぎあって

できたものなどさまざまな形のものがあったと考えられる。

本穣では、大衆歌調を通じて、日本語教育史が扱いうる多くの側面

の中のほんの一つについてその研究の可能性を考察したにすぎないが、

今後より多角的な研究がすすめれれ、この時期の「国語」の教育や普

及の実態が、明らかになることが望まれる.

注

日本語教育史について各地域ごとにまとめた代表的なものとし

て木村（１９９１）がある。

季（１９７５）

稲葉（１９８６）、森田（１９８２）、（１９８７）

『文教の朝鮮』１９２８年２月号の「研究記録普通学校国語

教授法研究会」には昭和２年１２月１６日に行なわれた研究授

業の記録が掲載されており、当時の授業の様子を推察すること

ができる。

山中（１９８７）２３ページ

平凡社『世界大百科事典』１９８８の「大衆文化」の項を

参考に筆者が定義したもの。

イ・ヨンミ（１９９１）

以下、「国語」教育についての記述は特に注記のない限り．森

田（１９８７）に基づく。

以下、大衆歌謡についての記述は特に注記のない限り、朴（１

１

２
３
４

５
６

７
８

９
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９８７）に基づく。

柳（１９８２）

このような幕間歌謡は、朝鮮人のオリジナルの舞台からも生ま

れた。代表的なものとしては－１９３０年に全が作曲し、

王平が作詞した「荒城の跡」があり、これは１９３

２年にはビクターからレコード発売され、五万枚の売上があっ

たという。（朴前掲書１４０ページ）

小沢（１９８７）７０ページ

黄（１９９２）

ＣＤ「留声器で聞いた歌謡史」（参考文献黄（１９９２）

参照）は１９２５年から１９４３年までの朝鮮における大衆歌

謡１８５曲を当時のレコードから復刻したもの。当時の日本と

朝鮮の大衆歌謡の曲調の類似はこれを聞くことで確認できる。

「皇民化」が「同化」に比べて、より積極的に「天皇のための

」国民、しいては「天皇のために戦地へ行ける」国民を青るこ

とを意味したことは、宮田（１９９１）に詳しい。

小沢前掲書８１ページ

１０

１１

２
３
４

１
１
１

１５

１６

参考文献
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